
第５１回国立大学法人筑波技術大学経営協議会議事要旨 

 

 

１ 日 時 平成２７年９月１８日（金）１４：００～１５：４０ 

 

２ 場 所 国立大学法人筑波技術大学管理棟会議室 

 

３ 出席者 石塚和重、石原保志、大越教夫、川村恒明、北原保雄、小山哲夫、須藤正

彦、宅 清光、竹下義樹、谷川彰英、内藤一郎、廣瀨 寛、和田佳彦 

（五十音順、職名省略） 

オブザーバー 西山良昭（監事） 

 

４ 配付資料 

１ 第 50回国立大学法人筑波技術大学経営協議会議事要旨（案） 

2-1 平成 28年度概算要求の概要について 

2-2 平成 28年度国立大学法人運営費交付金概算要求額の概要 

2-3 平成 28年度文部科学関係概算要求のポイント 

2-4 高等教育局主要事項－平成 28年度概算要求－ 

2-5 平成 28年度国立大学法人等施設整備概算要求事業 

３ 平成 26事業年度財務諸表の承認について 

４ 監査報告書 

５ 第 11期事業年度監事監査計画書の提出について 

６ 平成 26年度活動報告 筑波技術大学基金 

７ 平成 28年度大学院入試実施状況 

８ 平成 27年度経営協議会学外委員からの意見についての対応状況 

 

５ 前回議事要旨の確認について 

   議長から、資料１に基づき説明があり、原案どおり確認された。 

 

６ 報告事項 

（１）平成 28年度概算要求の概要について 

事務局から、資料 2-1～5に基づき、平成 28年度概算要求の概要についての報告

があった。引き続き、機能強化促進係数、学長裁量経費の積算、機能強化経費の考

え方、第 3期中期目標期間における戦略と取組構想等について質疑応答が行われた。 

関連して委員から、学生の定員割れの実情に係る平成 28 年度予算配分への影響、

大学の対応・検討状況等について発言があり、保健科学部における改革ワーキング

グループの検討状況等について、一定の結論を出す前に、中間報告を本会議におい

て行うこととした。また、社会人入学、リカレント教育の充実をするべきではない



かといった意見も出された。 

 

（２）平成 26事業年度財務諸表の承認について 

   事務局から、資料３に基づき、平成 26事業年度財務諸表の承認について報告があ

った。 

（３）監事監査の結果報告について 

議長から、資料４に基づき、監事監査の結果について報告があった。 

（４）第 11期事業年度監事監査計画書について 

議長から、資料５に基づき、第 11期事業年度監事監査計画書について報告があっ

た。 

（５）筑波技術大学基金活動報告等について 

事務局から、資料６に基づき、平成 26年度における本学基金活動について報告が

あった。 

これに関連して委員から、寄附者の範囲を拡大するため、より積極的に広報願い

たい旨発言があった。 

（６）平成 28年度大学院技術科学研究科入試の出願状況について 

事務局から、資料７に基づき、平成 28年度大学院技術科学研究科入試の出願状況

について報告があった。また、併せて、本年度より志願者をより多く確保する観点

から、第 1回・第 2回の募集体制としたことについて報告があった。 

これに関連して委員から、今回の志願者数を２回の募集体制を前提として捉える

のではなく、危機感をもって対応願いたいこと、その分野でリーダーシップを担え

る人材を送り出す意識が必要で、大学院の研究内容及びその成果が問われる厳しい

状況等を踏まえて、大学院のアピールのし方、内容を検討願いたいこと等の発言が

あった。 

（７）経営協議会学外委員からの意見についての対応状況について 

   議長から、資料８に基づき、前回の経営協議会において、学外委員から出された

意見の対応状況について報告があった。 

（８）その他 

議長から、監事の任期満了について報告があり、併せて謝辞が述べられた。引き

続き、西山監事から退任の挨拶があった。 

 

以 上 


